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抜歯後即時埋入 という術式は,治 療期間の短縮

や外科回数の削減による負担の軽減など,患 者様

には非常 に喜ばれる術式であるが,最 近の報告に

よれば 「抜歯後即時埋入によって術後の骨吸収を

抑制す る効果は無い」ことが示唆 されてきた。 し

たがって抜歯後即時埋入の際は,術 後に起 こる骨

吸収を十分考慮 し埋入位置 を決定すると同時に,

G.B.R.(硬 組織〉やC.T.G.(軟 組織)に よる処置

の併用など,幅 広 く検討す る必要がある。

インプラン トの長期安定 を考慮すると,日 常の

臨床においての適応症例は非常に少ないと考えら

れる。

抜歯後即時埋入を選択す る場合は,骨 吸収を十

分に予測 した厳密な診査 ・診断を行い,適 応症例

を選択 しなくてはな らない。

この度の発表の機会を与 えて下 さいました,歯

学研究科 口腔感染症学清浦教授に,こ の場を借 り

て心より感謝申し上げます。


